
学科試験申請書19号様式 記入注意点

事業用操縦士（飛）

西暦の下2桁を記載する

（例） 1998年9月20日生まれの場合
「980920」と記載（西暦に は不要）

※旧様式は、該当する元号に し、和暦を記載

（例） 平成10年9月20日生まれの場合
平成に し、「100920」と記載

いずれかに

ローマ字は名前、姓の順に記載
外国籍の方は漢字は記載せず
ローマ字のみでも可

「－」は不要

マスが足りない場合は
続けて欄外に記載

漢字欄は濁点「゛」半濁点「゜」は
マスを分けずに記載
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丁目、番地、号等は「－」でつなぐ
数字１桁につき１マス使用
郵送物が確実に届く住所を記載

→住民票とは別の住所を指定可能
→建物の棟名や部屋番号まで記載
（例）Ｂ棟１２１１号 → Ｂ－１２１１

マスが足りない場合は続けて欄外に記載
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○○操縦士
○○整備士
計器飛行証明
操縦教育証明

（飛）
（回）
（滑）

航空英語能力証明
運航管理者
航空工場整備士
航空通信士

・
・
・

いずれかの受験資格を記載
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！注意！
・OCR用紙を使用すること（コピー等を使用されていた場合受領できません）
・HB鉛筆又はシャープペンで記載すること
・文字が□枠からはみ出さないよう丁寧に記載すること
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学科試験申請書19号様式 記入注意点

会場IDは「A」から始まる
数字が9桁続く合計10桁のCBT登録者 ID

※旧様式は、所属先電話番号欄にCBT登録者 IDを記載

「技能証明」枠もしくは
「限定変更」枠に

外国ライセンス切替の場合、
「外国ライセンス切替」枠にも

全ての資格において【型式】は記載不要

下記資格は【型式】 【等級】の記載不要
計器飛行証明
操縦教育証明
航空工場整備士

下記資格は【型式】 【種類】【等級】の記載不要
航空通信士
英語能力証明
運航管理者

航 空 局0 0 1

A 0 1 2 3 4 5 6 7 8 J P N 日 本

試験会場を管轄する地方航空局に し、
その地方航空局へ申請
は欄内に納めるように記載

A 3 A 飛 行 機

技能証明番号は全て7桁

計器飛行証明は「H1」、
英語能力証明は「K1」、
操縦教育証明は「G1」に続けて
技能証明書下部の5桁の
技能証明番号を記載

冊子の技能証明書の場合は、
資格コードに続けて
技能証明番号を記載
7桁になるように資格コードの後に
必要に応じて「0」を前置
（例） 自家用操縦士の技能証明書

冊子の番号が「1234」の場合、
「A401234」とする

A 4 0 0 0 0 1

申請資格に必要な科目全てを記載し、
合格済みであれば「合」に
既得ライセンス等により免除する場合には「免」に
2回目以降の受験で一部科目は別期間に受験する場合は、
別途欄外にその旨記載

事業用操縦士

自家用操縦士(飛) H 1 0 0 0 0 1 計器飛行証明(飛)
マスが足りない場合は欄外に記載

0 1 0 2 0 3 0 4 0 5

04法規については
別期学科試験にて受験

2 4 0 0 0 A 3 A 0 0 0 1

通 信法 規気 象 工 学航 法

前回の学科試験の結果通知書を使用して受験する場合は、
結果通知書の原本の提出が必須

陸 単 ピL S P

科目コードは受験する科目に

科目コード：科目名
01：空中航法
02：航空気象
03：航空工学
04：航空法規(等)
05：航空通信
06：構造
07：空力
08：発動機(航空機関士)
09：機体

該当するコードを記載

10：電子装備品等
11：空中操作
12：航空英語
13：専門
14：計器飛行一般
15：操縦教育一般
16：施設
17：タービン発動機
18：ピストン発動機
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